




































































































































































































































終章  時と出逢う言葉たち 
 終章では、前章で明らかとなった資質と情況という二つの軸を踏まえつつ、第一章でも論
じた――〈断絶〉と〈継承〉をめぐる問題の核心たる――言語の問題を捉え直している。 
 
第一節 越境する言葉たち 
 まず様々なる言語の本質的な並列性を論じる。李贄は言語の表層的な性格、およびその分
類に拘らない。ジャンルという面から言えば経書、史書、小説という全く別の言語に、彼は
同様の性格を見るのである。彼が拘りをみせるのは内的なものとの紐帯とともに、言語の機
能である。彼がしばしば強調するのは「經」ならざる書物の持つ「鑑戒」としての性格であ
り、「經」に通ずるような機能であった。 
 
第二節 時と出逢う言葉たち 
第二節では「時」と言葉の関係性について述べる。前章において、李贄における人々の運
命が「時」と「人」という二つの関数によって収斂していくのを見た。この二つの軸はマク
ロな視線から見るとき、人々の多様な在り方への肯定であるが、ミクロな視線――個別の
人々を見るとき、むしろそれぞれの運命を限定・規定する要素として働いていた。言語にお
いて李贄はしばしばアクチュアリティを求める。そしてここでも「時」はやはりプリンシプ
ルとして働いている。 
 
おわりに――言葉の海で 
 彼のこのような態度は、出版印刷が盛んになり、士大夫に多様な自己表現の場が与えられ、
なおかつ政治的には危機的な状況が現出されていた嘉靖・万暦という情況と無縁ではない。
彼の〈断絶〉と〈継承〉をめぐる問いは、明末というあまりに豊穣であまりに空虚な時代と
深く結びついたものであった。 
 嘉靖・万暦年間において、士大夫の自己表現・内面世界の拡がりは空前のものとなってい
た。過去のどの時代よりも多様な言葉が、行き交う時代であった。李贄のジャンルの多様性
への容認は、こうした流れにある意味で棹さすものであったといえる。或いは迎合するもの
であったと評価されてもおかしくはないところがあった。 
 だが、彼の思惟は実のところ多様性の肯定にのみ止まるものではないのは既に見た通り
である。嘉靖から万暦に至る時期は、まさに書籍出版の点数が急激に増大した時期にあたっ
ている。この地の歴史において時間・空間を超えた言語がこれほどまでに氾濫したことは嘗
てないことであった。その豊穣は恐らく最早肯定的にのみには語れない水準に達していた。
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豊穣のなかで人々は、何を信じ、何を行うべきか、選択に迷い、時には何者も信じないよう
なニヒリズムをも生み出していた。そんな状況のなか、儒者たちの口からは焚書の再来を願
う声すら屡々あがっていたのである。 
 李贄の態度は焚書の再来を願うような原理主義にも、全てを相対化するニヒリズムにも
属さない。彼は言語に不信を抱いていたし、当時の出版・印刷の状況への冷眼においても人
後に落ちなかった。だが、彼は自らの言語批判を踏まえつつ、古今の言語を受け止める態度
を示す。彼は古今を超え、フラットに様々なる言語から真摯さや切実さを読み取り、表層に
おける言語の類型にこだわらなかった。 
 李贄のこのような発想は、膨大なテクストに如何に対峙するかという同時代的な課題と
無縁ではなかったように思われる。彼は豊穣がそのまま混迷に繋がるような状況のもと、原
理主義にもニヒリズムにも偏らない新たな物語を語ろうとしていたのである。 
